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お祝い例会 

  場所 例会場  点鐘 12 時 30 分 

 

  本日のプログラム 

 

点 鐘 

ロータリーソング  手に手つないで 

              四つのテスト 

会長挨拶 

出席・スマイル報告 

委員会報告 その他報告 

幹事報告 

    IGM（Bグループ）報告 

          ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 服部賢治君     

   

 お祝い例会 

お誕生日 

結婚記念日 

点 鐘 

 

 

9月のお祝い 

お誕生日 

14日  石垣智康君   

     16 日  佐々英夫君 

     21 日  佐藤八郎君 

     23 日  今井義郎君 

     18 日  関谷昌子様（好弘君夫人） 

     24日  山田ゆう子様（正史君夫人） 

結婚記念日  

     22 日  大澤大二君 

 着信書類 

・ 米山梅吉記念館より一人 100 円募金のお礼 

・ 「ガバナー月信」「ロータリーの友」より 

投稿のお願い。 

・ 「ロータリーの友」電子版開設の準備 

   2014 年 1 月号よりロータリーの友ＨＰ・

ロータリージャパンＨＰで購読できるよう

になります。 

・ 10月のロータリーレイト 1ドル 100円 

例会日 毎週木曜日 

例会場 産業文化センター 

事務局 多治見市新町 1-23   

産業文化センター４F 

TEL  0572-25-5100  FAX  0572-25-5101 

Eメール n-rc@joy.ocn.ne.jp 

ＨＰ   http://tajiminishi.jimdo.com/ 

会 長 伊藤義弘  幹 事 齋藤明 

 

第 48 期会長テーマ 

ありがとう 広がる笑顔 奉仕の心 

第 2299例会 2013年 9月 26日（木） 

   9 月は新世代月間 



先週の記録 

◆ 出席報告 

会員数 38名  免除者 5名 出席義務者 33名 

 出席者 欠席者  出席率 

29名 

（免除者 2名） 

  6名   82.85％ 

◆ スマイル報告 

   投函者 23名  金額 23,000円 

今夜 9 月 19 日 IGM を行います。よろしくお願

いします。            飯田利夫 

マナー講師佐藤まみさんを迎えて  山﨑正司 

先週の卓話 

             

 

 

 

ガバナーエレクト事務所からの報告 

会長エレクト研修セミナー 

2014年 3月 15日（土）多治見市産業文化センター 

地区協議会 

2014年 4月 13日（日） 

多治見市文化会館・セラミックパークミノ 

地区大会 

2014年 10月 18日（土）19日（日） 

    岐阜グランドホテル 

ローターアクトから行事のお知らせ 

① 多治見 RAC・RC・IA合同例会の案内 

日時：10月 11日（金）19:20～21:10 

会場：養正公民館 ホール 

内容：巨大神経衰弱ゲーム 

② お茶会と散策 

  日時：10月 26日（土）10:00～12:00 

  場所：虎渓山徳林寺とその周辺 

  ※ 皆様の出席をお願いします。 

I．M．送迎バスの案内 

 日時：10月 14日（月・祝日） 

 場所：モラロジー研究所 

    「中日本生涯学習研修センター」 

 集合：多治見市文化会館 

    午後 1時  時間厳守でお願いします 

来週予定 

10月 3日 定例理事会 11:30 3F特別会議室 

卓 話 小川産業（株 小川剛史様 

「徳川家康の後継者選び～何故秀忠だったのか？   

戦乱から平和への狭間の中で・・・」       

I．G．M．（Bグループ）報告 

            ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 服部賢治 

多治見西ロータリークラブに必要なのは、若き

リーダーである。49 期は、石垣ガバナーの各行

事、そして創立 50 周年における式典行事と続く

この期にむけて、会員増強を期待しクラブ全体で

盛り上げる気運と協調性がほしいとの挨拶から

ＩＧＭは始まりました。それに対して、 

①西クラブの平均年齢は 70 歳と高いが、それだ

け人生経験も多く、智恵の宝庫であるといえる。

その経験を次世代に伝え、ロータリーの認知度を

上げることが、会員増強につながる。若い人を入

会させることは、人生の経験や知恵を伝える良い

場所であり、西クラブはそれができる“いまでし

ょ”クラブである。 

②会員増強には環境も悪く世間の評価も厳しい

時代であるが、女性会員の増強にも力を入れれば

クラブの雰囲気もなごやかになり、男性のマナー

もロータリアンらしくなるという意見には、皆少

しはレディに対するジェントルマンになった気

持ちです。内から評価を上げよう。 

③特に最近のクラブ内の雰囲気は、未来行事の多

さに圧倒され重苦しくなっているので会員同士

の話し合いをもつ機会を多くしロータリーのこ

とを語ろうという意見は、現在のクラブ現状を表

しているものでした。これからの話は乾杯後の話

です。時期的にもＩＧＭの話題は、ガバナーの行

事と 50 周年に向けての話が多く語られました。

ガバナー行事の件では、既にロータリーという歯

車は、回り始めました。しかし平均年齢は、70

歳ですからゆっくりと出来ることをしましょう。

かなりの重き荷車ですが引く人押す人見ている

人、ただし乗るのはやめましょう。と執行部から

のお願いです。しかし西クラブ内への情報も少な

く、他クラブからも連絡や情報の開示が少ないと

の話があるのは、まだ五里霧中の感じがいたしま

す。また、50 周年記念事業には、その事業年に

会員全員の寄稿をのせた記念誌を発行してほし

い。そして重大な行事には過去会長経験者の諮問

委員会も開催して計画と話し合いをしてほしい

という要望がありましたので、提言とさせていた

だきます。 

盛り上がった、盛り上がったＩＧＭ、議題に関係

なく今のロータリーへの思いを語り合うのは、有

意義なことです。  

 

マナー講師 

    佐藤まみ様 

「人は見た目で決まる 

 みるみる幸せになる 

 伝える力」 


